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実施計画
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＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）
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歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 94.志津公民館施設改修事業

5. 社会教育費

3. 公民館費 志津公民館

（佐倉市）　　

第４章
豊かな心を育み　笑顔あふれるまち（教育） 11,003

令和 3年度 179

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策３
生涯学習 令和 4年度 0

令和 5年度 0

施策２
生涯学習の環境を整備します 令和 6年度 1,793

令和 7年度 9,031

0

0

◆発券機修繕を実施します。 ◆施設規模が大きく市民ニーズが高い施設であり、建物 ◆新しい建物であるため、小規模的な修繕以外は特にな

◆防犯カメラハードディスク交換修繕を実施します。 や設備の計画的な修繕・更新を実施しながら、長寿命化に努めます。 いが、今後は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念される。複合館

であり、公民館の利用者だけでも年間約9万人（令和元年度以前）を超

える利用者があり、良好な状態での維持管理を継続する必要がある。利

用者の大半は高齢者であり（利用する市民は）、安全で快適な学習活動

の場と機会の提供を受けることができます。

防犯カメラ修繕中は、録画機能が使用できなくな 開館から5年が経過し、防犯カメラのハードディ

るが、休館日等利用者の少ない時間帯を利用して作業を行う必要があり スクの交換時期が到来したため、交換修繕を、また、令和3年度に予定

ます。 されている500円硬貨更新に対応するための利用券発券機の修繕を行い

ます。

差引一般財源 0 0 0 0


